
第１期中長期計画2020  ５つのビジョンについて ～その１～

　今年度より私たち誠心会は、 「創造・挑戦そして調和」を新たな
法人理念とし、この理念に基づいた実現したい未来像、５つのビ
ジョンの実践・行動計画として中長期計画を策定しました。中長期
計画の実施から半年が経ち、一歩ずつ取り組んでいるところです。
　今回号より、私たち法人の組織を広く地域の皆さまにご理解い
ただきたく、各ビジョンごとに内容を掲載いたします。
　１回目はビジョンⅠ　「私たちは豊かな想像力を発揮して地域共
生社会の実現に貢献します。」の１. 地域との連携強化 及び ２. サー
ビスの質の向上 です。

１．地域との連携強化

長期ビジョン

・ 地域における様々な福祉課題、生活課題に主体的にかかわり、
多様な関係機関や個人との連携・協働を図り、地域共生社会
の実現に寄与します。また、新・いわき市地域福祉計画にも
積極的に参画し、高齢、児童等他分野との横断的な連携に努
めます。

２．サービスの質の向上

長期ビジョン

・ 社会福祉法など関係法令はもとより、法人の理念や諸規程、
広い意味での社会的ルールやモラルを遵守した経営を行いま
す。

・ 常に利用者の立場に立って良質かつ適切な福祉サービスを提
供します。

・サービスの質の向上に向けた体制を構築します。

いわき福祉懇話会研修会 ～スーパービジョン マネジメント理論の実践～
　８月５日（水）いわき福祉懇話会主催の研修会に、ふじみの園、やしおみ荘、レジデンスな
こそ、ワークセンターしおさいの４事業所から１名ずつの計４名が出席しました。
　講師はルーテル学院大学総合人間学部名誉教授の福山和女先生でした。福山先生は、当法人
でも 1990 年代より研修会にお招きし、当時から利用者一人ひとりの事例検討やソーシャルワー
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法人本部
〒972-0161 福島県いわき市遠野町上遠野字堀切12-1

(0246) ７４－１５５１　(0246) ７４－１５６１

救護施設やしおみ荘
〒972-0161 福島県いわき市遠野町上遠野字堀切27
(0246) ８９－３３３３　(0246) ８９－３３３４

障害者支援施設ふじみの園・ショートステイほっと
〒972-0252 福島県いわき市遠野町上根本字白坂384-1
(0246) ８９－３４００　(0246) ８９－３４５４

グループホーム　レジデンスなこそ
メゾン・ド・あたご、メゾン・ド・ほりきり、コーポおかおな

就労継続支援Ｂ型ワークセンターしおさい
〒971-8161 福島県いわき市小名浜諏訪町1-10
(0246) ７３－２０７７　(0246) ７３－２０７８

就労継続支援Ｂ型天真庵
〒974-8212 福島県いわき市東田町2-11-7 
(0246) ７７－２０３３　(0246) ７７－２７３３

障害児通所支援第２ちゃーむ・日中一時支援第２ちゃーむ
〒973-8409 福島県いわき市内郷御台境町鶴巻45-2
(0246) ８４－６８８２　(0246) ８４－６８８３

障害児通所支援みによん・日中一時支援みによん
〒974-8261 福島県いわき市植田町林内11-1
(0246) ８５－５７２０　(0246) ８５－５７２１

ハーモニーセンター
〒971-8162 福島県いわき市小名浜花畑町19-10

　・指定特定相談事業所せんとらる
　(0246) ３８－３５２０　(0246) ３８－３５２１

　・就労移行支援・就労継続支援Ｂ型支援虹のかけはし
　(0246) ７３－０１１１　(0246) ７３－０１１２

　・障害児通所支援ちゃーむ・日中一時支援ちゃーむ
　(0246) ７３－２０３３　(0246) ７３－２０３４



クについて、また人材育成に関すること等でスーパービジョンを頂いております。今回は「スー
パービジョン マネジメント理論の実践」というテーマで、新型コロナウイルス感染症予防対
策でのオンラインリモート研修会となりました。
　事前課題として出された業務行動プログラミングを整理することから始まり、人材育成の視
点やスーパービジョンの重要性について講義を受けました。「業務」をテーマに、ミクロ（個
人的）・メゾ（組織的）・マクロ（社会的）に分類すること、そして職員の独自性を見出したう
えで否定しないで受け入れて業務を遂行してもらうこと、一つひとつの業務をミクロではなく
メゾとして行うことが効果的であること、スーパービジョンはメゾレベルであることが望まし
い、ということを学びました。利用者支援をするうえで、専門性が重要であることを改めて振
り返る機会となり、内容の濃い研修となりました。
　少しでも早く新型コロナウイルスの流行が収束し、以前のような日常生活に戻れた際には、
今度は福山先生の研修を直に受講し、更に専門性を高めたいです。
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永年勤続10年表彰
　８月18日（火）やしおみ荘地域交流センター（法人

本部事務所内）で永年勤続表彰式が行われました。今

年度はせんとらるで相談支援に携わっております七木

田俊介主幹、救護施設やしおみ荘で介護業務に携わっ

ております菊地修副主任と木村美穂介護職員の３名が

永年勤続10年の表彰を受けました。受賞者を代表して

七木田主幹より「今後もより一層利用者の方々に寄り

添う支援をすると同時に、法人の発展の為、尽力しま

す」と抱負を語られました。 受賞されたみなさん

下山田　龍ノ介（介護職員）  (やしおみ荘)

　今年の６月よりやしおみ荘で勤務させていただいております。初めて福祉の現場で
働く為、毎日が勉強で学ぶことも多いですが、優しい先輩方に教えていただきながら
頑張りたいと思います。

大 内　絹 代（看護師）  (ふじみの園)

　園では利用者の皆様から沢山刺激を受け、私自身もより一層成長していきたいと思
いますので、今後もよろしくお願いいたします。

安 島　静 江（生活支援員）  (第２ちゃーむ兼ふじみの園)

　第２ちゃーむとふじみの園を兼務しています。
　覚えることは沢山ありますが、これからも努力して利用者の方々のお役に立てる支
援をしていけたらと思っています。よろしくお願いいたします。

小 野 寺 明 聖（生活支援員）  (ふじみの園)

　早く利用者様一人一人の特性を学び、仕事内容を覚えていきたいと思いますので、ご
指導のほどよろしくお願いします。
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　ホームページにて、トウ
モロコシ

の苗を畑に植え替えしたこ
とをお知

らせしていましたが、その
後とても

残念なことに実がなり始め
たところ

で、数羽のカラスにトウモ
ロコシを

食べられてしまいました…。

　来年はうまくいきますよう
に…。

トウモロコシの植え替え、その後… ふじみの園

　花壇に植えたキュウリの苗がぐんぐん育ち、毎日たく

さん収穫できました。

　採れたてのキュウリは触れると表面のとげがチクチク

していますが、「痛い」と言いながらも嬉しそうな様子で

した。収穫したキュウリは漬け物にして昼食時に頂き、

「おいしい」と言う声がたくさん聞かれました。

豊 作 の夏休み
第２ちゃーむ

新商品　～極細うどん～ ワークセンターしおさい

　新商品の『極細うどん』は、しおさいが

販売している麺類の中でも一番の細さであ

りながら、売りであるコシはしっかりと感

じられる一品です。暑い夏は冷麺風に、寒

い冬はにゅう麺にするのもお勧めです。一

度食べてみたいという方は是非ご注文お待

ちしています。（数量限定：１食100円）

TEL:0246-73－2077
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暑さに
負けるな

８月10日（月）平年よりも少し遅い梅雨明けと

なり、連日の暑さを吹き飛ばすために午前中は作

業を行い、午後から暑気払いを開催しました。毎年ボ

ウリングを開催していましたが、新型コロナウイルスの

影響により施設内にてバーベキュー、スイカ割りを行い

ました。初めてのバーベキューで利用者、職員も大盛り

上がりで、焼肉、焼きそば、クレープを皆で作り、楽しい時

間を過ごしました。また、スイカ割りでは、本格的に目

隠しをしながら、２～３回程回り、手叩きの方向へ導

きます。叩く方も、誘導する方もスリルを味わ

いながら、声で笑ったりと、笑顔の絶えな

い時間を過ごす事が出来ました。

８月21日（金）午前中に作業を行い、
待ちに待った暑気払いを開催しました。
お花見で開催した際に利用者から好評で
あったペットボトルを12本使ったボウリ
ング大会を今回も行いました。二つのチー
ムに分かれてお互いに競い合いながらも応
援している声は弾んでおり、楽しい時間は
あっという間に過ぎ、大会は大盛り上が
りでした。毎日、暑い日が続いていま
すが、利用者、職員共に元気に過ご

せるといいなと思いました。

虹のかけはし

天真庵
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暑さに
負けるな

８月21日(金)午前中に作業を行った後、暑

気払いの食事会とレクリエーションの卓球大会

を行いました。感染症予防対策の観点から、事業所

内での開催となりました。皆さん何日も前からとても

楽しみにしていたとのことで、特に卓球大会での優勝を

狙っていたようです。まずはじめに昼食とおやつタイム。

豪華なハンバーグ弁当と各自持参したおやつでお腹を満

たしました。一息ついた後は待ちに待った卓球大会のス

タートです。一球入魂の白熱した戦いは選手以外も得点

係、球拾い係、応援係と役割を決め一丸となり楽しみま

した。感染症予防対策やソーシャルディスタンス、

こまめな水分補給を意識しての開催となりまし

たが、暑さに負けずこれからも作業を頑張

ろうと皆で言葉を交わし締めくくり

ました。

ワークセンターしおさい
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　長い梅雨が明け、やっと夏が来たと思ったらもう秋の気配が
感じられる季節になってきました。依然として、新型コロナ
ウィルスの報道は毎日のように耳にしますが、この事に慣れす

ぎてしまわないようより一層のうがい・手洗い・消毒を心掛けて欲しいと思います。

編
集 後 記

※本会報は本人または保護者の同意のもとに写真を掲載しております。

寄付を頂いた方 佐藤　淳一 様(佐藤理容所 様）

三和空調株式会社よりご寄付を頂きました。

　６月 24 日（水）に三和空調株式会社様より寄付金 40 万円を頂きました。三和電業グループ様に
おいては毎年社会奉仕活動を実施しており、グループ各社の売上の一部を災害支援や社会福祉団体
へ寄付するなど、地域・社会貢献活動に大いに尽力されております。当法人への寄付については、
昨年に続き 2度目となり、大変感謝しております。寄付金は、利用者の意向を尊重しながら有効に
活用させて頂きたいと思っております。ありがとうございました。

居宅生活訓練事業  調理実習を開始しました やしおみ荘

　地域移行に向け、７月の中旬からいよいよ調理実習

を開始しました。

　まず事前に自分達が食べたいものや食事のバラン

スを考えながら献立を作成し、必要な食材を挙げ、メ

モを確認しながら買い物をします。職員に食材の選び

方のコツ等のアドバイスを受けることもありました。

　調理が得意な方と苦手意識を持っている方の２人

ですが、調理と片付け等を分担しながら行っていま

す。自分の得意な方だけを行うのではなく、少しずつ

苦手意識を克服するために、簡単な焼きそば作りから挑戦する等、日々試行錯誤しながら調理実習に

取り組んでいます。

　はじめのうちは、メニューを考えることも億劫に思っていたようですが、続けていくことで自分の

好きなメニューを考え、買い物・調理し、食事することを楽しみに感じているようです。今では自分

達だけで作れるレパートリーも増えてきました。

　現在、夕食と朝食のみ調理をしていますが、次の目標は限られた曜日の中で３食とも自分達で調理

することです。

　職員も２人が調理した献立の写真を見るのを楽しみにしています。

　この度、株式会社いわき遠野らぱん様がコロナ禍における新規

事業として株式会社ワールドコンサルタント（東京都）様の依頼

で「銀イオンハンドジェル」の受託製造を開始したことを期に、

社会貢献活動の一環としていわき福祉懇話会様へ42箱（1,008本）

の寄贈がありました。これに伴い福祉懇話会様から当法人へ 174

本の配布がありましたので、各事業所にて新型コロナウイルス感

染症対策用として活用させていただきます。

　株式会社いわき遠野らぱん様、株式会社ワールドコンサルタン

ト様、福祉懇話会様、ありがとうございました。

ありがとうございました。「銀イオンハンドジェル」

メニュー：ご飯、焼き肉、
　　　　  うどん、和え物


